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解　説 医★★★技★★★

　Silent periodは，被検筋を持続的に収縮させ
た状態で，末梢神経刺激あるいは大脳運動野刺
激を行った際に持続する筋電図放電が中断する
現象である．Silent periodは，末梢神経刺激によ
り誘発される peripheral silent period（PSP）と，経
頭蓋的磁気刺激による運動野刺激で誘発される
cortical silent period（CSP）がある．CSPの場合，
M波から放電再開までの時間は，post⊖MEP 

silent period（PMSP）とよばれる（図 1）．
　Silent periodの発生機序は複雑で種々の要因
が関連している．持続的筋収縮は，脊髄運動神
経からの下降性出力と末梢からの Ia線維によ
る調整でなされている．PSPは 100ms前後であ
り，末梢神経刺激による逆行性運動神経刺激に
よる Collision，Renshaw抑制や Ib介在ニューロ

ンなどの脊髄抑制により生じる．一方 CSPは
PSPよりも有意に長く，正常者では通常 200か
ら 300msである．経頭蓋的磁気刺激の先行刺激
下での末梢神経刺激では，CSPの前半部分 50か
ら 60msまではH波やF波は抑制されているが，
後半部分では誘発される．同様に，50msまでの
前半部分では経頭蓋的磁気刺激の先行刺激下で
の磁気刺激でも，MEPは誘発されないため脊髄
運動細胞の興奮性が低下していると考えられ
る．以上より，CSP前半部分は Renshaw抑制や
Ib介在ニューロンなどの脊髄抑制により脊髄運
動細胞の興奮性が低下した結果と考えられる．
CSP後半部分は運動野からの下降性興奮性出力
の減少によるものと考えられ，大脳皮質抑制系
が関与していると考えられている．
　CSPに関連する因子では，磁気刺激強度に比
例して延長する（図 2）．CSP潜時は，筋収縮力

問題 117 経頭蓋磁気刺激検査（運動誘発電位）の概要

手の運動野に経頭蓋的磁気刺激を行い，第一骨間筋に電極を設置し，弱筋収縮下に筋電図を記録
し，Cortical silent period（CSP）を記録した．正しいのはどれか．
①　MEPが導出され，引き続き F波が記録されている．
②　磁気刺激強度と CSPに関連はない．
③　MEP振幅と CSPに関連はない．
④　CSPは，主に大脳皮質抑制系を反映している．
⑤　末梢神経刺激と経頭蓋的磁気刺激による Silent periodは，同一潜時である．

問題 117　経頭蓋磁気刺激検査（運動誘発電位）の概要
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よりも刺激強度に比例して潜時は延長する．
CSPは，上肢遠位筋，特に手指筋で最も延長し，
近位筋や下肢筋では短い．大脳刺激では，運動
野刺激の場合に，もっとも潜時が長くなる．ま
た，経頭蓋的磁気刺激では，刺激強度を上げれ
ば，MEP振幅は増高しSilent Periodは延長する．
また一般的に CSP閾値は，MEP閾値よりも低
く，弱刺激ではMEPが導出されず CSPのみが
測定されることがある．
　CSPはパーキンソン病では短縮するが，L⊖
DOPAやドパミン作動薬により延長する．CSP

が延長する疾患としてジストニアや脊髄小脳変
性症がある．アルコール，diazepamなどの

GABAA受容体作動薬により延長する．
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解答　4

C‒5　誘発筋電図（磁気刺激を含む）と神経伝導検査

図 2　経頭蓋的磁気刺激強度と CSP潜時の関係

図 1　 経頭蓋的磁気刺激による cortical silent period
（CSP）
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